






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































上・中級(普通)家屋 下 級 家 屋
石造家屋
区名|煉 l西 l石 金!ガ l 瓦 l塗 l土 』 萱!杉!紙 l i白L 雪川4ト
瓦]1-芋! 属 lラ lナlス 6つ 護葺 | 皮 | 瓦l 注(2) : i主(3) 
家)造|造 葺 i蔓 l 蔓 l家!蔵 葺 i葺|葺1 - I I -，，~ I 
麹町 16 6 ~ 23 2.602: 4 5.354 
日本橋 7' 1 566 10.147: 17.315 
神田 : 26 731 9.302: 9.337: 56 14，188 
京橋 922: 22 517 8，083: 8，216: 56 14，543 
芝 2: 8 5 201 6.338: 158 6，552: 56 11.769 
麻布 2 161 1.979: 515 2，540: 65 3，926 
赤坂 5' 1，619: 272 1，915: 75 2，569 
四谷 1 2: 71 2.598: 122 2，741: 82 3.343 
牛込 4 ~ 191 3.088: 677 3.765: 68 5，553 
小石川 ， 2 2' I1 2.0叫腕 日 ω63 4，719 
本郷 8: 61 4，250: 255 4，517: 63 7，158 
下谷 2! 5~ I1 3.922: 342 4，315: 62 7，∞8 
浅草 5: 13: 151 6，717: 151 6，919: 50 
' 
13，957 
本所 3: 4: 131 3.489: 3，791:40 9，472 
深川 24' 41 3，269: 3，345: 44 7，767 
合計 941: 89 : 91 161: 12 : 50，444 : 1，905: 1. 281 69.465: 3，667 : 590: 1 : 73， 733: 57 128，641 
注(1) 単位は棟数.
121 r下級家屋Jのみの小計を示す
131 合計に占める「下級家屋」の比率を示す
141 なお原史料では，合計の数字に一致しない部分があるが.そのまま記臓Lた.
151 合計は.倉庫・物置・納屋・社寺などを除(.
制 「十五区家屋調査表」伊東京市史繍』市街編.第65巻)より作成.
同表中の「洋風または石造家屋」の京橋区につ
いて、煉瓦家922棟とあります。これは銀座煉瓦街
の数字がここに含まれており、その数字を示すと
思います。
それから「上・中級家屋」のなかの「金属葺」
とは銅またはトタンの屋根でしょう。それからガ
ラス葺とは、どういうものであったかわかりませ
ん。当時、板ガラスは輸入で大変高額であったは
ずですが、屋根などに使われたこともあったので
しょうか。それから瓦葺と塗家・土蔵のような家
が、かなり東京の全域に広がっていたことがわか
るはずです。
さらに問題は下級家屋です。「柿葺」とは「こけ
らぶき」をいうので、板を薄くそいで、瓦のよう
に屋根をふいた薄板葺の屋根で、す。その次が藁
葺・萱葺、杉皮葺、ついで紙瓦葺ですが、これは
よくわかりません。多分、厚紙にうるしなどでも
塗って瓦にしたのでしょう。
これでわかりますように、明治12(1879)年の
段階では、東京の市街地の全域にわたって、かな
りの割合で、板葺、薄板葺、柿葺、その他の家が
ひしめいていたことになります。そして平均して、
家屋の6割近くが下級家屋に属していました。と
くにそのなかでも日本橋区のように市街地の中心
でも59%、つまり 6割近くが下級家屋でした。四
谷区に至っては8割強がそうだったわけで、す。こ
のように現在では想像ができないほど下級家屋の
こけら葺や杉葺や、萱葺や藁葺などの家が、東京
の全体に広がっていたことが考えられます。
こういう下級家屋の実態は、いわゆる「九尺二
聞の裏長屋」がそういうこけら葺の中心でした。
9尺2聞とは、つまり 6畳1間です。しかしそれ
に土間や炊事場が含まれていたので、それを除く
と4畳半1間です。当時は子供が多かったわけで、
すから、一家族の数人が押し合いへし合い、住ん
でいたということです。
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落語によく出てきますが、差配人つまり管理人
の大家さんのもとに、八つあんや熊さんが庶民生
活をくり広げた、そういう空間です。
少し余談になりますが、現在の江東区に「深川
江戸資料館」という施設がありまして、そこに、
こうした長屋が復元されていますので、ご覧にな
ると参考になります。
要するに、この表は、江戸以来、一部の市街地、
例えば京橋区の銀座煉瓦街などを除き、ほとんど
変化をしていない住民の都市空間があったことを
示すーっの材料で、はなかったかと思います。つま
り図は東京で早くから変化した都市空間、表は全
体にわたり、ほとんど変化しなかった部分という
ことになるはずです。
ところでそういう東京は、関東大震災までの期
間に、基本的には江戸的な部分を残しながらも、
徐々に変化していたのではないか、都市空間のな
かで人びとの生活の場で変化が現われてきていた
のではなし、かということを強調したい。
その変化を促進したのが「産業革命」であり、
産業革命という経済と社会の変動を経て、日本全
体も変わったのですが、東京の市街地の変化もさ
らに進んだと思います。
産業革命の定義は省略しますが、要するに、こ
の変化によって資本と労働力が生み出される、そ
して資本主義の発展の基礎が築かれるということ
です。大体1880年代末期あたりから、そうした動
きが出てきて、東京に企業や金融機関が集中して
いきます。
そして「それ行け、東京へ」ということで、全
国の農村から東京をめざして続々と人口が集中し
始めます。明治初年で、江戸100万の人口が60万人
ほどまで減少したので、すが、その後また1890年代
の初めにはもう150万か160万人まで増加しまし
た。そしてその後も増加のテンポを緩めず、さら
に300万、400万人というように急増していきます。
こうして人口の流入・集中によって、首都東京が、
現在のような一極集中への歩みを強めたとも言え
ると思います。
それとともに、東京の市街地の全域にわたって、
裏長屋に下層民が集まるようになった。そうした
人びとの大半はまだ労働者ではない、半失業者も
含めて、零細な職人とか小商人とか大道芸人とか、
いろいろな人たちがそこに押し合いへし合い住ん
でし、た。そういう裏長屋のなかから、一部ですが、
工場労働者になる、あるいはそこに雇われる動き
が出てきます。つまり、労働者がまとまって、裏
長屋のなかからしだいに分離・自立し始める動き
が、産業革命を画期に現われ始めてきたと私は考
えています。
つまり首都東京が江戸的な都市空間を残しなが
ら、市街地のなかの生産関係、生産のしくみに質
的な変化が現われてきつつあったのではないか、
私は産業革命のころからそのことを認めたいと思
います。そう申しますのは、要するに近代の生産
と労働の都市空間へと、東京の市街地が変わり始
める転換期がそのころであったと、ここでし、し、た
L 、。
つまり、私はその頃から、東京が「近代都市」
に変わり始めてきたと考えたいのです。
そして、それは、 1880年代の後半以降と思って
います。歴史の変化というものは、ある時期以降
一変するものではない。例えば、羊藁とかチーズ
を前に置いて、それを時間の流れにたとえたとし
て、ナイフなどで垂直に切ったとする、そしてそ
れを境いに、二つの部分が切り離される。つまり
その例えのように、「封建都市」から「近代都市J
Vこ一挙に変わると考えないで頂きたい。そういう
たとえを使えば、むしろ垂直切りではなくて斜め
に切る、そうすると、ある部分が次第に減って、
他の部分が少しずつ増えてくる、こういう比喰で
恐縮ですが、そういうかたちで、歴史は変わってい
くと考えた方がよいと思います。
「近代都市jへの東京の転換期 そこで、それ
では産業革命が始まった1880年代後半まで、明治
維新からそれまでの首都東京はどういう都市で
あったかが問題の焦点になります。その点に関し
て、私は次の点を確認したい。
まず始めに、その時期に首都東京は、明治国家
の中央集権的支配に対応するような都市に変わっ
たと考えたし、。私は、それを「国家の都市」とい
う表現を使っていますが、つまりそれは国家権力
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を組み立てていた官僚と軍隊によって守られてい
る、そうし、う都市としての側面を東京はもってい
た。そしてそれは、明治国家の課題であった富国
強兵の政策にこたえようとした都市のあり方で
あったろうと考えています。
次に、すでに申しましたように、首都東京と港
湾都市の横浜との関係に注目したい。首都東京は、
その前身の江戸と切り離せないうえ、横浜港と深
いかかわりがあったと見られます。
その最大の理由として、横浜からの生糸の輸出
あるいは外国品の流入は、横浜を経由して東京に
輸送される。つまり、横浜は首都東京の外港の役
割を果していた。そして横浜と東京は、時には対
立したこともありましたが、やはり分業の関係に
あった。一方の東京が政治都市で首都であれば、
横浜は商業=貿易都市として、両者が結合して一
つの役割を果たしていたと考えられます。こうい
うしくみが、幕末の江戸から明治期にかけて進行
していきます。
それから最後は、資本主義化のための政策の展
開です。明治政府は、さまざまな方法で資本主義
イヒのための政策を推進しました。富国強兵とか、
殖産興業政策とかがそれです。そこでは、欧米列
強から生産技術を取り入れて、それを日本に定着
させ、そして政府主導型の官営事業を中心にして、
資本主義化を達成していったわけです。このよう
に産業革命に向けて始動したその時期が、明治維
新からほぼ20年間であったと思われます。そうで
すから、近代都市と言っても、実態は近代都市へ
移行するための過程であったと言ってもよいかも
しれません。そうしづ時期として、この頃を見た
し、。
まとめにかえて 私の都市史研究の方法は、都
市をパラパラに分けないで、全体をまとめて見る、
構造的に段階的に重層的に、東京に迫ってみたい
とし、うわけです。江戸や東京の研究はこれ迄にも
あり、それらのなかには面白い都市論も少くあり
ませんが、私の都市論は「辛口」の都市論とでも
申しましょうか。お酒には甘口も辛口もあります
が、甘口の花見酒よりも辛口の方をお好きの方も
あるかもしれないと思っています。以上、まとま
りの悪いお話をしましたが、一応、これで失礼し
ます。
4.閉会あいさつ
石田 吉原先生、石塚先生どうもありがとうござ
し、ま Lt.こ。
私は大学で都市研究センターの所長と同時に公
開講座委員会の委員長という役割もしておりま
す。今日の催しも公開講座委員会の企画の一環で
やっているわけですけれども、一方東京都立大学
では今年からは財団法人都民カレッジという組織
を外郭につくって、「都民カレッジ」という一般市
民向けの講座をやっております。その財団法人都
民カレッジでは、一般市民向けの非常にたくさん
の講座を起こしていまして、そこにも「東京学」
というのがありまして、石塚先生にはそちらの方
でもお話いただいているわけです。
今年の公開講座委員会の最初のころに、都民カ
レッジと大学が主催する公開講座とどういう関係
におくのかということでだいぶ議論になりまし
た。あるいは今日お集まりの方にも、都民カレッ
ジで講義を聞いていただいている方もおいでかと
思いますけれども、公開講座委員会では、いわば
大学が主催する公開講座の方は、大学としての最
新の研究の成果を市民に訴える、そういう性格を
もたせたいと考えています。
先ほど石塚先生から辛口のとし、うお話がありま
したけれども、今日取りあげた問題は、学問的に
も非常に議論があるところです。そういう意味で
今日は市民向けということで少し柔らかくお話し
いただいたのですけれども、このテーマは都市研
究センターを中心に我々が研究してきた成果の一
端を、学外者である吉原先生をお招きして、少し
ぷっつけ合ってみた、そういう催しでもあったわ
けです。そう L、う意味で少し難しい面もあったか
もしれませんが、皆様方のこの問題をもう少し勉
強してみたいという関心をかきたてることができ
たとすれば、主催者側として大変よかったので、は
ないかと思っております。
今日はどうもご清聴ありがとうございました。
